
国有林間伐推進コンクールは、国有林野事業における円滑な間伐の推進及び間伐材の利用促
進を図ることを目的として 平成１４年度から実施しており 今年度で１１回目を迎えました進を図ることを目的として、平成１４年度から実施しており、今年度で１１回目を迎えました。

今年度のコンクールは、国有林における間伐作業に関する技術開発・低コスト化等に大きく貢
献した事例を対象とする「間伐事業部門」について行われ、有識者で構成する審査委員会による
審査を経て、最優秀賞１事例、優秀賞２事例が選ばれました。

平成２４年１２月の林政審議会の答申において、国有林については、自らが間伐等の事業発注
者であるという国有林野事業の特性を生かし、実用段階に到達した先駆的な技術や手法につい
て事業レベルでの試行を行い、国有林の管理経営や民有林における普及・定着に資するよう取
り組むものとされ、我が国の森林・林業再生に向けた貢献が求められています。

こうした中、国有林野事業においては、低コストで高効率な作業システムの普及・定着に向けた
取組を進めており、このコンクールを通じて、間伐作業における低コストで高効率な作業システム
の先導的・模範的な事例のＰＲを行い、引き続き、間伐の推進、間伐材の安定的な供給と利用促
進等に一層貢献していきます。

各事例の概要各事例の概要

○最優秀賞

久大林産株式会社
（大分県玖珠郡九重町）

フェラバンチャー付きグラップルバケットを活用した、森林作
業道の先行伐倒と路網作設の一体実施による生産性の向
上

◆これまでチェンソーによる先行伐倒とバックホウによる森
林作業道開設を行っていたが、フェラバンチャー付きグラッ
プルバケットを活用して伐倒と開設の二つの工程を一体的
に実施し、開設の工程をアップするとともに不必要な支障木
の伐倒を抑制し、全体としての生産性を向上。

○優秀賞
株式会社小玉

ハーベスタとフォワーダのフル活用による生産性の向上

◆これまでチェンソー伐倒、スキッダーによる全幹集材を
行っていたが、地形条件を活かして、ハーベスタによる伐株式会社小玉

（北海道苫小牧市）
倒・造材とフォワーダによる短幹集材により、林地保全に配
慮しつつ、高性能林業機械の能力をフル活用した作業シス
テムを構築し、生産性を向上。

○優秀賞

信州上小森林組合

ロングアームハーベスタの活用等地形条件を踏まえた高性
能林業機械の組み合わせによる生産性の向上

◆急傾斜地や岩盤地帯ではロングアームハーベスタ（テレ信州上小森林組合
（長野県上田市）

スコピックアームハーベスタ）とスイングヤーダの組み合わ
せ、搬出距離が長くなる箇所では大型フォワーダ（６ｔクラス）
を配置し、生産性を向上。



間伐事業部門間伐事業部門 最最優秀賞優秀賞

フェラバンチャー付きグラップルバケットを活用した、森林作業道の先行伐倒
と路網作設の一体実施による生産性の向上
久大林産株式会社（九州森林管理局推薦）

◆これまでチェンソーによる先行伐倒とバックホウによる森林作業道開設を行っていたが、フェラ
バンチャー付きグラップルバケットを活用して伐倒と開設の二つの工程を一体的に実施し、開設
の工程をアップするとともに不必要な支障木の伐倒を抑制し、全体としての生産性を向上。

ポイントポイント

事業箇所事業箇所

大分西部森林管理署
中村森林事務所部内 森平家山国有林

12,000

16,000

生産性の従来方式との比較（円/ｍ３）

中村森林事務所部内 森平家山国有林
●樹種・林齢：スギ、ヒノキ・３４～５５年生
●面積：２９．２５ｈａ

●本数・材積： １，２７１本／ｈａ
３９８m3 ／ｈａ

●林地傾斜：平均２１度

15,800

6,088

0

4,000

8,000

従来方式 新方式

間伐内容間伐内容

●間伐方法：列状間伐（１回目）
●間伐率：本数比３０％ 材積比３０％
●間伐材積：３，４９６m3

●Ｈａあたり間伐材積：１２０m3 7.82

6

9

生産性の従来方式との比較（ｍ3/人日）

●Ｈａあたり間伐材積：１２０m
●平均胸高直径・樹高：２４cm・１５ｍ
●１本あたり材積：０．３３ m3

●路網密度：１４５ｍ／ｈａ

3.56

7.82

0

3

従来方式 新方式

【取組内容】
① これまでの森林作業道作設は チェンソーにより先行① これまでの森林作業道作設は、チェンソーにより先行
伐倒を行い、バックホウで作設をする方法で、間伐作業実
施前に予定する全ての路線について開設を行っていた。

しかし、この方法では、間伐作業を実施中やむを得ず路
網線形の変更や路網の追加等が必要となるなど、結果と
して作設時間の増加や支障木の増加となるケースがあっ
た。

② そこで 森林作業道作設にあた ては フ ラバン② そこで、森林作業道作設にあたっては、フェラバン
チャー付きグラップルバケットを使用し、伐倒と開設の二
つの工程を一体的に実施することとした。
これにより、森林作業道の伐開及び作設を同時に実施

でき、さらに、間伐作業の進行に併せ施工できたことか
ら、森林作業道の作設延長と支障木が最小限となり、生
産性が向上した。



森林作業道作設

作業システム作業システム

森林作業道支障木の伐採
フェラバンチャー付きグラップルバケット

森林 業 設
フェラバンチャー付きグラップルバケット

集材
フェラバンチャー付きグラップルバケット

伐倒作業
チェンソー

造材
（ハーベスタ）

素材の搬出
（フォワーダ６ｔ）

巻立
（グラップル）

トラック運材

（グラッ ）



ハーベスタとフォワーダのフル活用による生産性の向上
株式会社小玉（北海道森林管理局推薦）

間伐事業部門間伐事業部門 優秀賞優秀賞

ポイントポイント

◆これまでチェンソー伐倒、スキッダーによる全幹集材を行っていたが、地形条件を活かして、
ハーベスタによる伐倒・造材とフォワーダによる短幹集材により、林地保全に配慮しつつ、高性能
林業機械の能力をフル活用した作業システムを構築し、生産性を向上。

事業箇所事業箇所

石狩森林管理署
千歳森林事務所部内 千歳国有林
●樹種・林齢：アカエゾマツ トドマツ・３３～４８年生

8,000

12,000

生産コストの従来方式との比較（円/ｍ3）

●樹種・林齢：アカエゾマツ､トドマツ・３３～４８年生
●面積：４５．９３ｈａ

●本数・材積： １，１２６本／ｈａ
１４８m3／ｈａ

●林地傾斜：平均１５度

11,400
9,888

0

4,000

従来方式 新方式

間伐内容間伐内容

●間伐方法：定性・列状間伐（1回目）
●間伐率：本数比２５％ 材積比２５％
●間伐材積：２，６７９m3

●Ｈａあたり間伐材積：５８m3 10.45
6

12

生産性の従来方式との比較（ｍ3/人日）

あ 伐 積
●平均胸高直径・樹高：１６cm・１４ｍ
●１本あたり材積：０．１４m3

●路網密度：１６０ｍ／ｈａ

5.05

0

従来方式 新方式

【取組内容】【取組内容】

① これまでは、チェンソー伐倒、
スキッダｰによる全幹集材を行っ
ていたため、生産性が上がらな
かった。

② そこで、地形条件を活かして、
ハーベスタによる伐倒・造材とフォ

フォワーダへの積込ハーベスタによる伐倒

ハーベスタによる伐倒・造材とフォ
ワーダによる短幹集材の作業シ
ステムを導入したことにより、林地
保全に配慮しつつ、生産性が向
上した。



ロングアームハーベスタの活用等地形条件を踏まえた高性能林業機械の組み合わせによる生
産性の向上

信州上小森林組（中部森林管理局推薦）

間伐事業部門間伐事業部門 優秀賞優秀賞

ポイントポイント

◆急傾斜地や岩盤地帯ではロングアームハーベスタ（テレスコピックアームハーベスタ）とスイング
ヤーダの組み合わせ、搬出距離が長くなる箇所では大型フォワーダ（６ｔクラス）を配置し、生産性を
向上。

事業箇所事業箇所

東信森林管理署
和田森林事務所部内 和田山国有林
●樹種・林齢：カラマツ・４０～５５年生

10,000

15,000

生産コストの従来方式との比較（円/ｍ3）

●面積：８８．０７ｈａ

●本数・材積： １，５５６本／ｈａ
４０６m3／ｈａ

●林地傾斜：平均２５度

12,300
9,750

0

5,000

従来方式 新方式

間伐内容間伐内容

●間伐方法：列状間伐（１回目）
●間伐率：本数比３３％ 材積比３３％
●間伐材積：１１，８９３m3

●Ｈａあたり間伐材積：１３５m3
5 81

8.85
5

10

生産性の従来方式との比較（ｍ３/人日）

● あたり間伐材積
●平均胸高直径・樹高：２０cm・１６ｍ
●１本あたり材積：０．２５m3

●路網密度：２６４ｍ／ｈａ

シ
ス

【取組内容】
① これまでは、プロセッサ、ウイ

5.81

0

従来方式 新方式

ス
テ
ム
１

ンチ付き車両を主にした作業シ
ステムをとっていたが、急傾斜地
や搬出距離が長くなる箇所での
作業に難があった。

② そこで、 急傾斜地や岩盤地
帯では、テレスコピックアーム
ハーベスタ・スイングヤーダを使

シ
ス
テ
ム
２

用し、森林作業道作設を抑え
た。

また、搬出距離が長くなる箇所
では、大型のフォワーダ（６ｔクラ
ス）を採用し積載量で効率化を
図った。
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